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震度は揺れの強さで、場所ごとに違います

震度の大きさは、地震の規模だけではなく、震源からの距離や地盤特性などが影響します

日本では気象庁が１０階級（０、１、２、３、４、５弱、５強、６弱、６強、７）に分けたものが使われています

マグニチュードは地震の規模の大きさです

マグニチュードがちょっと増えるだけで、想像もできないぐらい大きな地震になります

マグニチュードは１増えると地震のエネルギーが31.6倍になります

マグニチュード８の地震は、マグニチュード７の地震の31.6個分のエネルギーを持っていることになります

● マグニチュードと震度の違い

「マグニチュード」は、地震そのものの大きさ（規模）を表す

ものさしで、「震度」は、ある大きさの地震が起きた時の

わたしたちが生活している地域での揺れの強さのことを

表します

 マグニチュードと震度の関係は、マグニチュードの小さい

地震でも震源からの距離が近いと地面は大きく揺れ、

「震度」は大きくなります

　　※マグニチュード：「気象庁マグニチュードＭｊ」を指す

ランプの明るさ：マグニチュウド

光が当たっている場所

：震度

近いと明るい 遠いと暗い

近いと揺れが大きい 遠いと揺れが小さい

地震の大きさ マグニチュード

極微小地震 Mj 1以下

微小地震 Mj 1～3

巨大地震 Mj 8クラス

小地震 Mj 3～5

中地震 Mj 5～7

大地震 Mj 7以上

◆ 地震の大きさについて
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震度は「計測震度計」によって測定しています

　かつて、震度は体感および周囲の状況から推定していましたが、平成８年（1996年）４月以降は、

計測震度計により自動的に観測し速報しています

　気象庁が発表する震度は、気象庁、地方公共団体及び国立研究開発法人防災科学技術研究所が

全国各地に設置した震度観測点で観測した震度です

● 大阪市 震度観測点

西淀川区千舟、淀川区木川東、東淀川区柴島、

此花区春日出北、福島区福島、北区茶屋町、

都島区都島本通、旭区大宮、港区築港、

西区九条南、中央区大阪府庁、中央区大手前、

城東区放出西、鶴見区横堤、大正区泉尾、

浪速区元町、天王寺区上本町、生野区舎利寺、

西成区岸里、阿倍野区松崎町、住之江区御崎、

住吉区遠里小野、東住吉区杭全、平野区平野南

 https://www.data.jma.go.jp/eqev/data/intens-st/index.html

◆ 震度階級
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参照：気象庁

 https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/shindo/index.html
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阪神淡路大震災 大阪：6強 （ 震度 7、M7.3 ）

大阪北部地震 大阪：6弱 （ 震度 7、M6.1 ）

東北大震災 大阪：3 （ 震度 8、M9.0 ）

能登半島地震 大阪：4 （ 震度 7、M7.6 ）

南海トラフ地震 大阪：6強 予想 揺れ時間が2～3分予想
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「南海トラフ地震臨時情報」は、南海トラフ沿いで異常な現象を観測された場合や地震発生の可能性が

相対的に高まっていると評価された場合等に、気象庁から発表される情報です

情報名の後にキーワードが付記され「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」等の形で情報発表されます

南海トラフ地震臨時情報

・南海トラフ沿いで異常な現象が観測され、その現象が

　南海トラフ沿いの大規模な地震と関連するかどうか

　調査を開始した場合、または調査を継続している場合

・観測された異常な現象の調査結果を発表する場合

観測された異常な現象が南海トラフ沿いの大規模な

地震と関連するかどうか調査を開始した場合、または

調査を継続している場合

【南海トラフ地震臨時情報（巨大地震警戒）】

想定震源域の半分程度がずれ動くマグニチュード8以上

の地震が起き、次の巨大地震に対して警戒が必要とされ

た場合に発表されるのが「南海トラフ地震臨時情報

（巨大地震警戒）」です

・日頃からの地震への備えの再確認に加え、地震が発生

　したらすぐに避難できる準備をしましょう

・地震発生後の避難では間に合わない可能性のある

　住民は1週間の事前避難を行う必要があります

【南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）】

プレートの境目でマグニチュード7以上8未満の地震が起きたり、想定震源域の周辺でマグニチュード7

以上の地震が起きたりして、その後の巨大地震に注意が必要とされた場合に発表されるのが「南海トラ

フ地震臨時情報（巨大地震注意）」です

・事前の避難は伴いませんが、日頃からの地震への備えの再確認に加え、地震が発生したらすぐに避難

　できる準備をしましょう

【調査終了】

巨大地震注意、巨大地震警戒のいずれにも当てはまらないと評価された場合は

「南海トラフ地震臨時情報（調査終了）」となります。

・地震の発生に注意しながら通常の生活を行いましょう

・大規模地震発生の可能性がなくなったわけではないことに留意しておきましょう

内閣府HP参照

 https://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/rinji/index3.html

◆ 南海トラフ地震臨時情報
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